
 

 

 

 

 

 本年もよろしくお願いします  
I hope  

you will have a great year！ 

        （よい一年になりますように！） 

始業式での最初の言葉です。学生時代に一番苦手

な教科が英語だったにもかかわらず、格好をつけて

呼びかけてみました。 

年が明けてからのオミクロン株（新型コロナウイ

ルス変異株）の拡大を受け、急きょリモートによる

始業式と役員任命式となりました。 

ギリギリまで開催を検討した授業公開日の中止、

一日入学の計画変更等、令和４年もコロナ禍の影響

を受けています。３年生の受験についても、最小限

の影響でとどまってほしいと念ずるところです。 

一方で「学びは止めない」との思いで、学習活動

はじめ諸活動に、工夫しながら取組を続けています。 

 

 今年は『とら』年の中でも、 

「自分の実力を研きながら、何事にも好奇心を持っ 

てポジティブに進めば、華々しい成果が期待でき 

る、希望にあふれる年」 

だそうです。 

ただし、占いや迷信に頼るのではなく、自分がで 

きることに精一杯取り組み、好奇心をもって前向き

に努力しようと思った年明けでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＩＣＴ活用教育研究指定校事業  
  伯太中学校授業研究会  
 以前からお伝えしているとおり、伯太中学校区は、

安来市ＩＣＴ活用教育研究指定校事業の対象とな

っています。クロムブックを活用した授業やアンケ

ート等の諸活動、デジタル教科書での授業と、日頃

からＩＣＴ機器が活躍しています。 

生徒の学力向上や資質・能力の育成のために有効

活用し、使うことが目的とならぬように心して取り

組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月 20 日（木）には、授業研究会を開催し、公

開授業や実践発表（研究の取組説明）を行いました。 

授業は 1 年生の総合的な学習の時間で、「ふるさと

伯太町を知る」で取り組んだフィールドワークの発

表会でした。 

 県内の感染症拡大状況が悪化する中でしたが、リ

モート発信による発表会であり、また、授業の様子

も安来市教育委員会の支援を受けて、参加希望の小

中学校に配信されました。これらの取組そのものが、

ＩＣＴ活用教育の強みであると再認識しました。 

 1 年生は、ほとんどの生徒が、原稿を見ずに前を

向き、大きな声で発表できました。思いや考えが伝

わってきました。また、課題の設定から、情報の収

集、整理・分析、まとめ・表現といった探究のプロ

セスが意識されていました。 

【今年度の重点目標】    しなやかでたくましく、他者とよりよくつながる伯太中生徒を育てる 

                   ～学力向上と前向きな「あい」にあふれた集団づくりを通して～ 

                      青 春 の 夢 
 

 
R４． 1．２６ 伯太中学校だより 

（文責：校長 田中 修） 

 

【 校 訓 】 

独立 協力 技術 
学校HP 

生活指導をする教頭 

生徒会任命式は各教室で 

配信先（学校）の様子 

どの班も、練習の成果がみられました 



 図書館・読書アンケートをして  

3 学期始まって早々に、グーグルフォームを使っ

てアンケートを実施しました。 

 「読書を楽しみにしている」で肯定的な回答をし

た生徒が 89％を超えています。確かに、朝読書の

様子をみると、ほとんどの生徒が落ち着いて真剣に

本を読んでいます。  

朝読書が好きな理由に、他に読書をする時間がな

いからと答えた人数も多く、中学生にゆとりの時間

がないことを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用教育研究会の最後に、どじょっこＴＶ

さんのインタビューを受けました。 

Ｑ「今後の課題は何ですか？」 

Ａ「･･･」 

その場で理路整然と答えることが難しかったで

すが、まさに、それが課題なのだと自戒しました。 

ＩＣＴ機器を活用する授業では、視覚的、感覚的

に理解しやすいよさがある反面、文章を読み取る力、

読んでじっくり考える力、思いや考えを文章で伝え

る力などをどう育成するかが課題だと考えます。 

解決のためには、デジタルとアナログのそれぞれ

のよさを生かし、お互いをミックスした取組を大切

にしたいです。今まで取り組んできている学校図書

館活用教育であったり、体験学習や部活動であった

り、様々なリアルな経験をすることが確かな学力や

豊かな心を育むことには不可欠です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いのちの楽習講座   

 １月２１日（金）の５・６校時に、島根県助産師

会の田中さん、中山さんに来ていただき、いのちの

楽習講座（バースディプロジェクト）を行いました。

本校では、１年生が対象でした。 

 「誕生日って なぁに！」という題材で、生まれ

た日の意味、いのちの大切さ、出産にかかるお母さ

んの気持ちなどを、劇や手作り教材を用いながら話

していただきました。 

 また、休み時間には妊婦ジャケット着用や赤ちゃ

ん人形の抱っこといった体験もさせていただいた

ようです。 

 このような温かみのある講座が開催でき、大変喜

んでいます。本当にありがとうございました。 

生徒の感想も含め、詳細は本校の保健だよりでご

紹介したいと思います。 

 

 児童生徒学芸顕彰式にて   

冬休み中の令和３年 12 月 27 日、サンラポーむら

くも（松江）にて、令和3年度児童生徒学芸顕彰式

がありました。本校 1年生も、少年の主張全国大会

で奨励賞を受けたことに対して、島根県教育委員会

教育長から 

表彰を受けました。 

 

 

 

 

           おめでとうございました。 

各自でアンケートに回答 

瞬時に集計できます 

赤ちゃん人形を抱っこして 

たくさんの手作り教材 


